
個人から仲間へ 
～市民との共働で元気な地域が育つ～ 

ヘルス・ステーション設置事業 
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ヘルス・ステーション設置事業のねらい 

すでにある自治会・公民館での地域活動 

福祉会・育成会・サロン活動 

ヘルス・ステーション 
（平成２６年度～） 

健康増進・介護予防 
仲間づくり・連帯 

助け合い・支え合い 

効果 

子どもから高齢者まで健康で安心していきいきと生活できる地域 
（地域包括ケアシステムの一翼） 

健康・介護予防の視
点を既存の活動に加
える。 



花鶴丘3丁目区 
ヘルス・ステーション 

地域住民が、子どもとその母親を対象に 
骨密度測定＆健康学習会を企画 

地域主体の「ヘルス・ステーション」始動 
自治会ごとに設置し、自治会など地域住民主体で運営する健康づくりのステーション。平成26年度から事業化。 



花鶴丘3丁目区ヘルス・ステーション 
公民館で骨と食事の学習会 

ま（豆）・ご（ゴマ）・た（卵）・ち（乳）・わ（海藻）・や（野菜）・さ（魚）・し（シイタケ）・い（イモ） 
 

福岡女学院看護大学の協力を得て、カルシウムをしっかりとれる献立を 
子ども・親・地域の人が楽しく学習。 

地域のボランティアによる紙芝居。 
もちろん骨のお話！ 



西日本新聞（2015年2月8日朝刊） 



花鶴丘１丁目区ヘルス・ステーション 

時間：毎朝６時半～ 
場所：花鶴２号公園 

子どもから高齢者までどなたでも 
参加できます♪ 

花鶴丘３丁目と合同で 
毎朝ラジオ体操を実施 
しています。 

雨天時、花鶴小学校ピロティー 



花鶴丘1丁目区ヘルス・ステーション 

既存の活動 育成会 
バーベキュー＆そうめん流し 

ヘルス・ステーション 
測定会＆健康相談 

コ
ラ
ボ 



舞の里１丁目区ヘルス・ステーション 

健康測定・ 
健康学習会 



舞の里１丁目区ヘルス・ステーション 



花見東２区 ヘルス・ステーション 

公民館での既存の活動
に健康測定を取り入れ
たり、公民館に、いつで
も誰でも使える測定器を
設置している。 



花見東２区 既存活動 

もともと、福祉会のサロンや体
操教室、子ども会育成会や子
育てサロンなどの活動が公民
館で活発に行われている。 



花見南区 ヘルス・ステーション 

健康測定・ 
健康学習会 



花見南区ヘルス・ステーション 
親と子どもの健康測定会 

紙芝居や食品カードを使い、 
骨と「まごたちわやさしい」を学習した。 



古賀市人口の推移 



介護保険の原因疾患は、認知症が
1/4以上を占める 

認知症 

27.4% 

筋骨格系疾患 

（変形性関節症、骨粗

しょう症等） 
16.9% 

脳血管疾患 

（脳梗塞、脳出血等） 
16.8% 

循環器系疾患 

（高血圧等） 
7.9% 

転倒・骨折 
6.8% 

神経系疾患 

（パーキンソン病等） 
4.4% 

精神及び行動の障害 

（うつ病等） 
3.3% 

糖尿病 
3.2% 

呼吸器系疾患（肺炎等） 
2.9% 

新生物（がん等） 
2.7% 

その他 
7.7% 

平成２６年９月末現在の要介護（支援）認定者 
【出典：介護保険主治医意見書】 



介護の原因疾患では、介護度が上がると 
認知症の割合が増加する 



２０２５年問題！（１０年後！） 
 

現在 Ｈ３７（2025年） 

高齢化率 ２３％（14,000人） ２９％（17,000人） 

介護保険 ２８億円 ５６億円 

2025年 
団塊の世代が 

みんな７５歳以上
に！！！ 

若いうちからの生活習慣病予防と 
高齢者の元気の維持がカギ＝全年齢をターゲットに 

健康づくり・地域づくりを進めることが大切 

このまま、なにも予防せず高齢化率２９％に突入して、 

医療や介護を必要とする人の割合が続いたら・・・   

施設や医療機関のベッド数、サービス事業者の供給量は足りない！！ 

入院しづらくなる＝在宅で生活する  ・・・その時、健康か介護を必要とするか 



コミュニティ（人付き合い）の構築が健康寿命を延ばす 
（兵庫県コミュニティ研究会の研究結果） 

人付き合い→ある→ＡＤＬ、ＱＯＬともに高い＝健康度が高い 
健康度＝主観的（健康に生活を送れている）＋客観的（健診データ） 

                              
      ※ADL（日常生活動作：自立した生活を送る） QOL（生活の質：毎日をイキイキと過ごしているかの評価） 

人付き合い＝生活習慣病予防と 
              介護予防の連続性 

（ハーバード大学公衆衛生大学院 社会行動学部長・教授イチロー・カワチ著「命の格差は止められるか」） 

人とのつながり、社会の結束、信頼感、安心感ある人 
＝健康度が高い 

        ■ソーシャル・サポート＝個人同士のやりとり 
            「もの」  手伝いや貸し借り、物理的なサポート 
            「情報」 生活や健康情報、店、病院、レシピの情報 
            「感情」 慰め、励まし、共感、勇気づける、大切にされる 
        ■ソーシャル・キャピタル＝地域やコミュニティの調和や協調性、結束力 

        絆、お互い様、遠くの親戚より近くの他人、情けは人のためならず 



個人から仲間へ・・・ 
市民との共働で元気な地域が育つ 

公民館・ 
集会所等 

健康づくり・介護予防 

生活支援（助け合い） 

子育て支援 

防犯・防災（安心） 

http://www.irasutoya.com/2013/07/blog-post_1309.html
http://www.irasutoya.com/2013/08/blog-post_8197.html
http://www.irasutoya.com/2013/07/blog-post_267.html
http://www.illust-box.jp/sozai/11788/


「測定」 「健康学習」 

健康づくり、食育、体操、ウォーキングなどの活動の実施・充実へ 

地域住民が主体 公民館等を活用 子どもから高齢者まで 

これからは地域の公民館が健康づくりの拠点となる 





地域住民を活かした健康づくりの推進が鍵を握る。 
～ヘルス・ステーション設置に向けた人材育成～ 

健康づくり運動 
サポーター 

食生活改善推進員 

サンサン・仲間づくり講座修了者 子育て応援サポーター 

健康づくり推進員 



①地域住民主体による健康づくり及び介護予防の推進 
  

②健康づくり（介護予防）を介した地域内の仲間づくり 
  

③ソーシャルキャピタルの醸成 
 

④生活上の困りごと等の助け合いや支え合いの意識の醸成 
 

⑤災害時等の見守りネットワークの形成  

ヘルス・ステーションの設置は、健康寿命を延伸させ 
日本一住みやすい地域づくりへもつながる 

日本一住みやすい地域へ 

医療費の削減や 
介護給付費の抑制へ 

共助・互助の意識向上 

地域福祉の充実・推進 

地域の安全・ 
安心の確保 


